





































































































　有効回答率は１，204 人（84.1％）、平均年齢 30.5 ±
3.1 歳、看護師としての平均経験年数は 8.8 ± 1.6 年であ
った。看護師の経験年数１～３年未満 424 人（70.7％）、
４～ 14 年 未満 563 人（47.4 ％）、15 年 目以上 200 人
（16.8％）であった。看護系の最終学歴は、２年課程教
育 144 人（12.2％）、３年課程教育 682 人（57.7％）、保
健師・助産師学校 46 人（3.9％）、看護系大学 304 人
（25.7％）、看護系大学院修士課程７人（0.6％）であっ
た。職位・役割は、看護スタッフ 1076 人（89.7％）、看








は 96 人（22.7％）、15 年目以上は 26 人（12.9％）、４～




～ 14 年目、15 年目以上のいずれの経験年数区分でも施
設別でも 95％以上であった。「将来の目標達成にあたり、
自己投資を積極的にしている」では１～ 3年目は 46.1
％、４～ 14 年目は 42.0％、15 年以上は 51.9％で有意な
差はなかった。「自主的に文献を活用している」のは１
～３年目 235 人（55.5％）、４～ 14 年目 303 人（53.9％）














































































































































































の年齢構成をみると、～ 25 歳以下 450 人（37.3％）、26
～ 30 歳 298 人（24.7％）と 30 歳以下が６割以上を占め
ていた。看護師の経験年数１～３年目は 424 人（70.7%）
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